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淀川資料館　木津川植物標本展示　無事終了御芳名録記入者数　133名、来館者1382人（7月・625人　8月・757人）、
里山の会　標本ガイド・16日実施（延べ40人）、準備作業・延べ３５人、講演会参加者　26人、　案内チラシ3000枚活用
1月に展示会の話があり、木津川の植物の豊かさを発表することを決めて準備を開始が、7月15日のオープンにこぎつけ、展示期間中2回の植物標本作り指導と講演会を行いました。そして39日間のうち16日間で展示説明ガイドを実施しました。また、木津川の草花たちの講演会も開催しました。毎日新聞で開催案内記事が掲載されました。
里山の会としての3年間に及ぶ木津川堤の植物調査結果に基づく標本の展示と開花写真を発表しましたが、長年積みあげた努力のたまもので一朝一夕にできるものではありません。会場が地元を離れた大阪府枚方市でしたので交通の不便さを克服して多くの皆さんにお越し頂きました。里山の会が初めてこうした本格的な展示発表ができたのは、多くの皆さんの長年の協力によって成し遂げられたものです。ありがとうございました。
川で遊ぼう　魚をとろう　22日　97人　スタッフ8名

豊かな魚種確認　　熱中症・・2名発生

酷暑が続く中での開催でした。昨年に引き続き定員を早期に突破しての人気の大きさが証明されました。定員設定はライフジャケットの用意数に限定されるので、やむを得ないことです。
この日の天候は日が昇るに従って熱さが増しました。参加者の中でお二人のお子さんが熱中症で、緊急帰宅される事態が発生しました。いずれも大事に至らず元気に回復されました。主催者として十分気を付けたプログラムでの進行でしたが、開始後40分での出来事でした。この事態を教訓にプログラムを短縮して休憩時間の増加を増やすなど、再発防止に努めました。

この日の魚種はこれまでに比べて増えています。水量は減少していましたが、豊かな条件を持っていました。タイリクバラタナゴの捕獲もあり、美しい姿に驚きの声が上がりました。
今年計画した魚とりの５会場とも豊かな木津川の環境を物語るものとして証明されるものでした。特に水質検査を重視して実施し、参加者への関心を更に深めていただくことができたのではないかと思います。
夏の活動協力者　反省会　2３日　19名参加　大いに盛り上がる

今年の夏は、「京の七夕」や「防災を考える」の2日連続開催、淀川資料館展示会の開催など、予定されていない大企画が目白押しとなり、休む間もなくイベントが続きました。多くの皆さんの大きな協力があって、無事乗り切ることができました。苦しかったけど無理をしたけど、その分交流や繋がりがさらに太く深くなり里山の会の信用や信頼を高めることができました。目に見えない効果ですが、この大課題を克服した喜びを分かち合う場とした反省会を実費負担で開催しました。お盆明けでしたが、頑張った皆さんの熱気が盛り上がり、更に又あすへの元気を分かち合って、散会しました。
　水取休耕田　復旧作業　田んぼ再生作業　21日

この冬みんなで休耕田を復旧し、耕運機で田んぼを回復させました。その後春の草刈を実施しましたが、土用を過ぎると大きく雑草が生茂り、通路も人が通れないほどに戻ってしまいました。初回の復元作業は4人で3日も懸かった通路でしたが、2人で1時間で出来ました。残っている上下2枚の田んぼも4時間程度の作業で刈り取ることが出来るでしょう。朝早い時間の涼しい頃に作業をしようと思います。お手伝いにお越し下さい。お待ちしています。
稲刈り体験　出穂が進む　20日予定通り実施か？

いくら言っても「暑い暑い」が口癖になってしまうほどの猛暑続きです。9月になっても持ち越しそうです。こうした中で稲の成長は加速的に進んでいます。先日確認すると稲穂が出そろい、稲刈りは予定している20日ごろになる模様です。昨年は9月末に実施しましたが、今年は予定通りに出来そうです。今年も新米のお結びで体験参加者を歓迎しようと思います。
里山の会リーフ　納品29日の予定

NPO結成10周年を記念して会員250人を実現することを大目標にしました。そしてそのためのきっかけに里山リーフつくりに取り組んできましたが、いよいよ念願の完成がマジカに迫ってきました。29日には納品予定となりました。多くの皆さんがこのリーフを大いに活用して新しい会員さんを迎えていただきたいと思います。ちなみに10周年記念日は12月5日が法人資格を認証された記念日です。この日を大きな峰に到達できるようお願いしたします。会員一人が一人の仲間を迎えていただければ簡単に到達できます。ぜひともご協力お願いします。
城陽市立図書館主催9月12日講演｢木津川の草花たち｣　講師　前理事長　山本雅晃　氏　図書館から里山の会の活動紹介と草花たちについての講演依頼があり、城陽市在住の前理事長山本雅晃氏が最適任者として推薦しました。先日の淀川資料館での講演も好評で、聴衆に皆さんも大いに期待されていると思います。参加費無料ですので多くの方々のご参加をお願いします。
第14回里山講演会
9月4日　13：00より　京田辺市中央公民館大ホール
講演　   「宇治川の要・巨椋池」
‟宇治川の治水と環境の両面から巨椋池を考えます”
                          開沼淳一　氏



















